
  

東海第二原発 

再稼働ストップ 
福島の悲劇を繰り返さない 

「廃炉」に！！ 
 

福
島
原
発
事
故
は 

東
日
本 

壊
滅
の
危
機
で
し
た 

 

福
島
原
発
事
故
か
ら
４
年
に
な
る
今
で
も
、
１
２

万
人
余
が
故
郷
に
帰
れ
ま
せ
ん
。 

汚
染
水
は
止
ま
ら
ず
、
放
射
能
が
高
く
近
づ
け
ず
、

原
子
炉
の
内
部
状
況
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

現
在
で
も
こ
の
酷
さ
で
す
が
、
事
故
発
生
当
時
は
、

東
京
を
含
め
た
２
５
０
ｋ
ｍ
圏
の
避
難
が
想
定
さ

れ
、
東
日
本
が
壊
滅
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

（
原
子
力
委
員
長
談
） 

そ
れ
は
、
原
発
４
号
機
の
水
素
爆
発
で
建
屋
上
階

の
核
燃
料
プ
ー
ル
崩
壊
の
危
機
、
ま
た
２
号
機
で
は
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
水
が
入
ら
ず
内
圧
上
昇
で
爆

発
の
危
機
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
公
表
さ
れ
た
吉

田
所
長
の
調
書
で
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
今
あ
る
の
は
、
危
機
一
髪
で
救
わ
れ
た

偶
然
の
産
物
と
い
え
ま
す
。 

福
島
原
発
は
、
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今

で
も
溜
り
続
け
る
汚
染
水
で
危
機
は
続
い
て
い
ま

す
。 

ま
た
、
原
発
は
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
使
用
済
み
核
燃
料
は
、
処
理
で
き
ず
、

保
管
施
設
も
な
く
、
各
原
発
に
溜
り
続
け
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
原
発
を
再
稼
働
で
子
ど
も
孫
の
世
代
に
引

き
渡
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

 

３
６
年
の
老
朽
原
発
、
非
常
に
危
険
で
す 

東
海
第
二
原
発
は
、
運
転
開
始
か
ら
３
６
年
経
過

し
た
老
朽
原
発
で
あ
り
、
茨
城
を
襲
っ
た
地
震
津
波

で
電
源
が
喪
失
し
、
大
事
故
寸
前
だ
っ
た
被
災
原
発

で
す
。
構
造
的
に
も
重
大
な
危
険
性
を
抱
え
て
い
ま

す
。 

●
地
震
動
を
引
き
あ
げ
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
地
震
対

策
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
格
納
容
器
他
主
要
設
備
は

被
災
前
の
ま
ま
で
す
。 

●
格
納
容
器
下
部
に
水
プ
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
落
下
核

燃
料
で
水
蒸
気
爆
発
の
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。 

●
現
在
の
可
燃
性
ケ
ー
ブ
ル
を
難
燃
性
ケ
ー
ブ
ル
に

交
換
で
き
な
い
た
め
火
災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

●
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ
ン
ト
は
、
放
射
能
を
放
出
し
て
生
活

圏
を
犠
牲
に
し
ま
す
。 

●
過
酷
事
故
対
策
を
、
最
後
は
「
人
の
手
」
に
頼
る
の

は
無
理
で
す
。 

 

 

日立市に断固反対の大看板     

２４５号道大みか町泉が森入口にあります 


